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具体的な課題

課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

　４・５・６年生ともに、目標値や全国平均を上回っている項目が多かったのは「観察・資料活用の
技能」を問う設問であった。しかし、すべての項目で上回っているわけではなく、継続して改善を
取り組んでいく必要がある。
　他の観点別に見ると，全体的に「社会的事象への関心・意欲・態度」は高い項目が見られるが、
４・６年生は「知識・理解」の項目がやや伸び悩んでいる。さらに、４・５・６年生に共通するが、思
考・判断の正答率は全国平均を上回っている項目が少なかった。

　定着状況の分析から，４・５・６年に共通することとして、基礎的な知識・理解の定着に課題があ
る。
４年生　「市の様子」の問題において，地図記号の知識が十分でなく、自信がもてていない。
５年生　「消防署・警察署など公共機関の役割や仕組み」「都道府県」に関する基礎的な知識を基
に、資料を読み取る力や考える力を育てていく必要がある。
６年生　「日本や世界の国土の自然やくらし」に関する問題において，語句の定着や知識・理解が
まだ不足している。

【知識・理解の不足】
　学習の中で，知識を定着させる活動が
不足していることが考えられる。社会科の
授業においては，資料等から事実を読み
取り，それに対する自分の考えをもつこと
が重視されているが，一方で演習的な時
間も確保する必要があると思われる。

【社会的な思考力の不足】
　資料を読み取る学習に，十分に慣れて
いないことが考えられる。また，読み取り
に加え，それを元に自分の考えをまとめ，
文章化していく力も不十分であると思われ
る。

【興味・関心を引き出す指導】
　学力を向上させるためには，児童の興
味・関心を引き出し，より高めることが必要
であると考えられる。

・単元の中で，適切な時期に問題演習の時間を設け
ることで，知識の定着を図るとともに，問題の形式や
読み取りに慣れさせる。
・教室内の掲示を工夫し，要点を印象付ける。
・プリントやドリルの問題だけでなく，学習する語句や
事柄を使ったカルタやすごろくの作成など，児童が楽
しみながら学習できる工夫をする。

・資料を読み取る力を育成するためには，入門期か
らの積み上げが必要であり，３年生から意図的・計画
的に学習に取り入れていく。
・自分の考えを記述するためには，根拠を大切にさせ
なければならない。根拠を明確にし，それに基づいて
文章を書く指導を行っていく。また，国語科における
書く力の育成とも関連させながら指導していく。

・生活に即して考えさせたり、イメージをもたせたりす
る必要がある。児童がこれから学習する内容に対し
て疑問をもったり，知りたいという学習の動機をもった
りするように，導入を工夫する。児童の興味・関心を
引き出し，資料や教材の準備と，その提示の順番を
十分に考慮する。そのためには，日々，十分に教材
研究を行って授業に臨む必要がある。

　社会事象についての「知識・理解」の定着を図り，各学年とも観点別の正答率８０％を超える数
値を目指す。
　社会的事象への関心・意欲・態度の正答率を維持、またはさらに向上できるよう授業改善を行
い、社会的な思考力の数値が前年度を上回るようにする。


